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〈論文内容の要旨〉
本論文は、アメリカにおいて高大接続を促す Advanced Placement (AP) プログラムがアメ
リカ国内で拡大し、さらに中国へも展開していく実態を考察することを通し、国境を越える高大
接続プログラムを支える論理を明らかにすることを目的とする。
AP プログラムは、高校生を対象として、彼らに大学の一般教育レベルの科目を履修する機会を
与え、その後に行われる AP 試験に合格すれば、それを大学の単位として認定する高大接続プロ
グラムである。同プログラムの開始当初は、成績優秀な一部の生徒のみが対象で、あったが、現在、
その運営主体であるカレッジボードは AP プログラムについて「エクイティ (equity) J と「エク
セレンス (excellence) J の両立を目標として掲げており、その結果アメリカ国内で極めて多くの
生徒が同プログラムへ参加してきている。さらに、近年 AP プログラムは海外へも展開しており、
特に中国では公立の高級中学(日本の高等学校に相当)でも同プログラムが導入されている点は
注目に値する。そこで本論文では、この AP プログラムがアメリカ国内での発展にとどまらず、
中国へ導入される実態や要因について考察を加えることで、その背景にある論理を、「エクイテイ」
と「エクセレンス」に着目して検討していく。
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第 1 章では、 AP プログラムの拡大に関する政策分析を行った。元々一部の成績優秀な生徒を対
象としていた AP プログラムであったが、 1960 年代の公民権運動を経てマイノリティの生徒の教
育機会への関心が高まったことや、学力低下問題が喫緊の課題とされたことを背景に、連邦政府
や州政府は多くのマイノリティの生徒が AP プログラムへ参加できるよう、財政支援やオンライ
ンコースの設置など制度面を整備することで AP プログラムの「エクイテイ」達成を目指してい
ることを明らかにした。
第 2 章では、ハイスクールに焦点を当て、 AP プログラムの実践方法について分析を行った。現
在、アメリカのハイスクールでは、同プログラムへの参加希望生徒に、選抜試験等を課すことな
く希望者全員にその機会を保証しており、こうした環境の整備が AP プログラムの「エクイテイ」
達成に寄与していること、また、同プログラムに関する「エクセレンス」の解釈については、生
徒の大学進学に対する士気向上と捉えていることを明らかにした。後者について、カレッジボー
ドでは、ハイスクール卒業者に占めるマイノリティの割合より、 AP 試験の 5 段階評価で 3 以上の
成績(大学レベルの学力を修得したと判断されている)を収めた生徒に占めるマイノリティの生
徒の割合が高くなることを基準として定めているため、カレッジボードとハイスクールで、はその
解釈が異なっていることも明らかにした。
第 3 章では、高等教育機関に焦点を当て、 AP プログラムの単位認定の仕組みについて分析を行っ
た。アメリカの高等教育機関は基本的に AP 試験の成績が優秀であった際にのみ単位認定等の措
置を講じることで、高大接続プログラムとしての質が保証されていることを明らかにした。また、
高等教育機関では、 AP プログラムの「エクセレンスJ を AP 試験の成績の優秀さに求めているこ
とから、この点はカレッジボードの解釈と同様であることを指摘した。
第 4 章では、 AP プログラムが中国へ展開する論理について、「エクイテイ」に焦点を当てて検
討した。アメリカの高等教育機関では「国際化」への対応策のーっとして、学生の多様化や多文
化主義が推進されるなか、増加する中国人留学生はもはや海外からの単なる留学生ではなく、ア
メリカ国内のマイノリティと同様とみなし、そのため彼らにも「エクイテイ」の概念が適用され
ることで、 AP プログラムへの参加機会が提供されることを明らかにした。また、 AP プログラム
が国境を越える背景には、 lntemational Baccalaureate (IB) プログラムとの桔抗関係がアメリ
カ国内で生じたことも浮き彫りにした。
第 5 章では、中国の高級中学に焦点を当て、同プログラムの受け入れ体制について分析した。
中国では 1990 年代から教育分野でも市場原理が導入され、学校運営主体の多様化が推進される中
で、近年都市部の高級中学では「国際部」が設けられてきた。また、「国際部J は公立高級中学に
も設置されるが、その学費は極めて高く、高級中学にとっては収入源として機能していることを
示した。
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第 6 章では、中国の高級中学の教育課程に焦点を当て、そこでの AP プログラムの位置づけに
ついて分析を行った。これまで多様化を目指して改革がなされてきた教育課程には、選択科目と
して高級中学が独自に設けることが可能な科目も含まれている。そこに AP プログラムは位置づ
いており、そのため高級中学の教育課程の内部に同プログラムが含まれていることを明らかにし
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終章ではこれまでの議論をふまえ以下の点にまとめた。まず、 AP プログラムの中国展開は、ア
メリカにとっては「エクイテイ」の論理を適用していると解釈できるが、中国側から見れば、そ
うした論理は成立しないこと。また、これまでアメリカの高等教育機関の優越性はしばしば指摘
されてきたが、そうした優越性が存在する限り、「エクイテイ」というアメリカによる AP プログ
ラムの拡大論理よりも、むしろアメリカの高等教育機関が質の高い中国人学生を獲得するための
「エクセレンス」が強く機能していることである。
〈論文審査の結果の要旨〉
本論文は、 トランスナショナル教育の一端をアメリカの AP プログラムを対象として実態分析
を行ったものである。その特徴は以下の三点に集約できる。
第一に、元々一部の生徒を対象にしていた AP プログラムの拡大の論理を、「エクイテイ」と「エ
クセレンス」という、アメリカの教育改革でスローガンとして採用されてきた二つの概念から解
明したことが挙げられる。本論文では、これらの相反するこつの概念を AP プログラムにおいて
両立させることができた背景について、連邦政府、カレッジボード、ハイスクール、高等教育機
関のそれぞれの立場から詳細に検討を行っている。特にアメリカのハイスクールでの調査から、
AP 科目を履修した生徒は、 AP 試験を受けなくともハイスクールの単位を修得することができ、
それが多くの生徒が同プログラムへ参加する要因となっていること。また、ハイスクールでは、
AP プログラムに関する「エクセレンス」を生徒の大学進学の士気向上と解釈しており、それが AP
試験で優秀な成績を収めることと解釈している高等教育機関やカレッジボードとは異なっている
ことで、特に「エクイテイ」と「エクセレンス」の両立が可能となっていることを明らかにした
点は高く評価される。
第二に、 AP プログラムの海外への展開の論理を、アメリカ国内での拡大の延長線上で解明して
いることである。アメリカ国内で AP プログラムが拡大してきたのは、特に「エクイテイ」の達
成を重視してきたからであるが、近年のアメリカの高等教育機関は、中国人留学生の増加に伴い、
彼らを国内のマイノリティと同一に捉え、中国人留学生にも「エクイテイ」を適用していること
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を明らかにした点は大きな成果と言える。また、そうした論理は、中国側に焦点を当てれば成立
していないことも興味深い点と言える。なぜなら、中国で AP プログラムを実践する「国際部」
に入学するためには、学力のみならず家庭の経済力も必要とされ、そうした生徒は決して中国国
内における「弱者」としてのマイノリティではないからである。
第三に、 AP プログラムの海外展開について、すでに多くの国で実施されてきている IB プログ
ラムという比較対象軸を設定して分析したことである。アメリカ国内においても AP プログラム
と IB プログラムは桔抗関係にあること、また AP プログラムの海外展開の背景には IB プログラ
ムが存在することを明らかにした。したがって、 AP プログラムと IB プログラムを比較検討する
ことで、中国への導入過程の特質を詳細に捉えることが可能となった。また、中国の高級中学に
おいて両プログラムが導入される実態を具体的に分析することで、教育プログラムが国境を越え
て実践される制度的条件を明らかにしたことは高く評価される。
その一方で、残された課題も指摘できる。一つは、 AP プログラムの内容面、また中国の教育課
程全体の精微な分析が十分になされていないことである。もちろん、 AP プログラムの制度面につ
いては詳細な検討をしているが、例えば、海外の教育プログラムが導入されることで生じる中国
国内の教育課程全体の変容等に関する詳細な分析があれば、本論文の分析がより多面的になった
と考えられる。
もう一つは、 AP プログラムの海外展開について、商業主義的な側面からの分析が十分なされて
いないことである。どのようなプログラムであっても一定の利益が見込めないものは展開が困難
となる。とすれば、例えば、 AP プログラムの中国展開に関するカレッジボードの利益面から分析
できたとすれば、国境を越えるプログラムの実態が、より具体的で、詳細なものになったと考え
られる。この点に関する調査がかなり難しいことは十分認識されるが、今後の研究課題となろう。
このように今後乗り越えるべき課題は残されているが、本論文は、国際教育分野の研究に新た
な知見を加え、グローパル化の進展とともに今後ますます盛んになってくると予想されるトラン
スナショナル教育研究にも一定の示唆を与えるものとして高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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